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標   題： Hydroxytyrosol inhibits the proliferation of human colon  

adenocarcinoma cells through inhibition of ERK1/2 and cyclin D1 
ヒドロキシチロソールはERK1/2およびサイクリン D1の阻害を通じて 
ヒト結腸の腺がんの増殖を抑制する 
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要   旨：   ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油はフェノール化合物が多く、それは結腸癌の発症など

多くの病理過程に対して有益な効果を発揮すると信じられている。 
 

ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の主なフェノール成分の一つヒドロキシチロソールが、

G2/Mで細胞周期阻害を引起す能力によってヒト結腸の腺がんに対して強い抗増
殖作用を発揮すると、我々は示す。 

 
この抗増殖作用は、p38活性およびシクロオキシゲナーゼ-2(COX-2)発現の抑制
よりも、細胞外信号調節キナーゼ(ERK)1/2リン酸化の強い抑制およびサイクリン
D1発現の下流縮小によって始まった。 

 
この結果が特に問題となるのは、チロソールの結腸濃度が他のオリーブ油ポリ

フェノールと比較して高いこと、および結腸癌とオリーブ油摂取との間の逆関連

を説明できるためである。 
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